
 

 

 
千葉市では、平成２２年度に高齢者や地域の課題を把握するために、６５歳以上高齢者調査を実施しました。

その調査の中で、介護が必要になってからも在宅生活を希望する人は６０％を超えています。 

住み慣れた自宅・地域で生活していきたいという考えは、高齢者の多くが求めています。 

 そのような在宅生活の介護には介護保険制度が有効ですが、介護保険制度で生活のすべてをまかなえるわけ 

ではありません。 
  

 
例えば、朝のゴミ出し、簡単な家の修理、役所 

への手続きや買い物代行などの外出介助、大掃除、 

お話し相手などは介護保険では対応できない部分 

です。しかし、在宅生活をしていく上では必要な 

事です。 

 

  

 

このように公的サービスで対応できない部分は 

民間サービスや、隣近所での助けあいで充足して 

いかなければいけません。 

  

 

つまり、“地域において支えあい、助けあう力”を高めていくことが求められており、地域住民同士が支えあう 

「共助」は、地域福祉を進めていく上で大変重要な考え方になります。 

 このような“共助という事を普及させていくことが皆さんの役割”ではないでしょうか。 
 

■補足説明：「自助」・「公助」とは？ 

自助：自らの責任において、自分のことは自分で行うこと。 

公助：「個人や地域、民間の力だけでは解決できないことについて、行政が自助、共助の取組を支援するととも

に、法律や制度、行政サービスの実施、専門性をもった人材育成などの基盤づくりを行うこと。 
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裏面では「共助」で地域の助けあいを進めている活動事例を紹介します。 

ボランティア 

リハビリ等・デイサービス 

ホームヘルパー・車イス 

町内自治会 

この福祉だよりでは、地域内で実際に活動している福祉活動を紹介していきます。あなたの地域での活動を

教えて下さい。この福祉だよりで紹介させていただき、皆さんの良い活動をより多くの地域へ広めていきた

いと考えています。        
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60％以上が「要支援生活も地域で」と望む 

介護保険の枠外の手助けを 

地域の皆さんの手助けが 

大切なのは「共助」です 



 

 

◆高齢者の交通安全、

子どもたちの登校時 

 見守り活動 

 千葉県交通安全推進

隊に登録している隊員

が町内会区域の高齢者

に対する交通安全思想

の普及活動の実施、ま

た、若松小学校のセー

フティーウォッチャー

にも委嘱され通学路に

おける子供たちの保

護、誘導、見守り活動

を実施しています。 

◆補助金事業での車両

購入 

 平成 23 年度の千葉

市高齢福祉課による補

助金事業「千葉市地域

支えあい体制づくり事

業」で「安心ネット」

事業時に使用する軽自

動車を購入することが

できました。 

今後は機動性に富ん

だ幅広い活動ととも

に、会員相互の関係が

より一層深まり、互助

の輪が広がると思われ

ます。 

◆「福祉を考える会」（愛称：安心ネット） 
 

高齢者の笑顔を見る！高齢者が老後を明るく、楽しく、健やかに 

暮らせる街づくりに役立つ事を目的として、平成 22 年 2 月から 

スタートした生活支援事業です。 

現在、利用会員（支援希望者）は 42 人、支援会員（支援する者）は 

32 人で運営しております。 

支援活動の内容は、当初は住民アンケートから選出された上位 7項目でしたが、 

昨年の規約改正において 2項目追加され、現在は 9項目を対象としております。 

 

①安否確認の声かけ、世間話の話し相手  

②介護相談、その他一般的な相談（公共機関などへの簡単な手続きを含む） 

③電気器具の取り替え、交換（電球、蛍光灯の交換等） ④庭木の簡単な手入れ、草取り ⑤買い物代行 

⑥簡単な大工仕事 ⑦朝のゴミ出し ⑧包丁研ぎ ⑨その他（相談により実施できる事） 

 

 平成 23 年度からスタートした 4 年間の第 2 期若葉区地域福祉計画も 1 年目が終了しました。計画を進めるために設置さ

れた若葉区地域福祉計画推進協議会では、自治会分科会と地区部会分科会に分かれて計画について討議してまいりました。

自治会分科会では 18 地区の町内自治会に訪問し、活動の現状把握と計画の啓発普及に取り組んできました。地区部会分科

会では現状の課題・問題の抽出と支えあい活動の推進に向けて話し合ってきました。平成 24 年度はより一層、計画の普及

に努めていきます。 

※若葉区地域振興課では、各町内自治会に対して「支えあい体制づくり」についてのアンケートを実施しています。 

4月 20日までの締め切りです。是非ご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若葉区内で実践されている地域福祉活動を紹介 

します。 

今回は、桜木町内会の活動を紹介します。 

桜木町内会は、戸建てを中心とし、マンション、アパートが混在する静かな住宅地で 

す。町内会加入世帯数：1,018 世帯、町内の 65 歳以上の高齢者数は、 

推計で約 600 人です。 

◆桜木町内会のホームページ開設について 
当町内会では、ホームページを開設しており、各種情報の 

伝達に活用しております。一度覗いてみて下さい。 

ホームページアドレス

http://www.geocities.jp/sakuragichonaikai/ 


